
2021年 1月現在 

  男子組手：荒賀龍太郎（あらが・りゅうたろう） 
 
 

■空手一家。厳格な父のもとで英才教育 
 道場経営をする両親のもと、世界選手権２連覇の姉・知子さん、学生日本一を経
験した弟・慎太郎さんとともに空手一家に生まれ育つ。 
 ３歳の頃から空手を始め、厳格な父の指導のもとで力をつける。道場での練習後
も、うまくできないことがあれば家の練習場で自主練習。「やるときは本気でや
る」、練習では一切手を抜かない、その一瞬に全てを出し切る方針で、気を抜いた
り怠けた素振りを見せると、父が厳しく叱ることが。 
 その時は家の外にある電柱を相手に、夜遅くまで何時間もスパーリングをしてい
た。 
 
■「逃げるな！」両親の厳しい愛情 
 両親のブレない教えは、自分の弱さから「逃げない」強さを持つ人になってほし
いという願いから。 
 厳しい愛情は荒賀が大人になっても変わらず。2014年の世界選手権の決勝で敗れ
た際、試合中に弱気になっている荒賀の様子を見た父親が控室に押しかけ、敗戦後
でうなだれる荒賀を一喝したことがある。 
 
■「スピードドラゴン」超速の突き！日本空手の数々の記録を保持 
 日本空手界の数々の記録を打ち立てる。小・中・高・大・全日本選手権と、国内
の全ての日本一を決める大会で優勝し、全日本選手権では１９歳で男子組手史上最
年少優勝を果たす。以降、全日本選手権５度優勝は同種目史上最多タイとなる。 
 相手が１回突く間に３回突きを出すことのできる攻撃技の速さが荒賀の象徴、そ
の驚異的なスピードから、いつしか「スピードドラゴン」と形容されるようになる。 
 
■アマチュアからプロへ 空手競技五輪化の象徴 
 国内で数々の記録を打ち立てるが、世界選手権では2012年、14年と２大会連続
で決勝で敗退。２度目の決勝敗退後に、決意のプロアスリート化を図る。 



 当時、空手はオリンピック採用前でプロ選手はほぼ皆無。仕事をして、その後練
習をする選手ばかりであったが、荒賀は2015年から空手選手一本に集中。フィジカ
ルトレーニング、技術、メンタル、食事など、生活の全てを空手に注ぎ込んだ。他
競技のトップアスリート、時に経営者からも話を聞き、自らの思考力につなげる。
食事の面では母親が献身的に支えた。 
 空手の東京五輪採用が正式決定した直後、16年世界選手権で悲願の優勝を果たす。
以降も18年のアジア競技大会で２連覇を達成した。 
 荒賀の進化は、五輪競技となる空手競技の発展とともにある。日本の競技空手の
申し子、日本の五輪空手の象徴とも言える存在。数々の日本空手界の偉業を成し遂
げてきた荒賀にとって、あとは運命とも呼べるオリンピックでの金メダルを獲るだ
けだ。 
 
 
【生年月日】1990 年 10 月 16 日 
【出身地】京都府 
【身長】184cm 
【所属】荒賀道場 
【出身高校、大学】京都外大西高校→京都産業大学 
 
【主な戦績（国際大会）】 
 ★ 2016 WKF 世界空手道選手権大会 金メダル 
 ★ 2012・14 WKF 世界空手道選手権大会 銀メダル 
 ★ 2019 WKF KARATE1 プレミアリーグ東京大会 金メダル 
 ★ 2017 WKF KARATE1 プレミアリーグ年間グランドチャンピオン 
 ★ワールドゲームズ 2013  金メダル 
 ★ 2014・18 アジア競技大会 金メダル（２連覇） 
 ★ 2013・15・18 AKF アジア空手道選手権大会 金メダル 
 ★ 2007 ～2020 全日本空手道連盟ナショナルチームメンバー（14 年連続） 
 
【WKF公式戦国際大会（全成績リンク）】 
http://accreditation.qtixx.com/wkfranking/ranking_main_competitor.php?ranking_country

=JPN&ranking_competitor=&ranking_competitor_name=ARAGA%20RYUTARO 
 
 
【主な戦績（国内大会）】 
 ★全日本空手道選手権大会 ５度優勝 
   （同大会男子組手史上最年少優勝記録保持者＝ 19 歳） 
 ★ 2006 ～2012 国民体育大会 ７連覇 
 ★ 2006 ～2008 高校全日本大会（インターハイ、全国選抜、国体） ８冠無敗 



 
   
【受賞歴】 
 ★ 2014 第 63 回日本スポーツ賞（読売新聞社） 
 ★ 2017 第 51 回ビッグスポーツ賞（テレビ朝日） 
など 
 
【メディア特集】 
 ★テレビ朝日 「報道ステーション」 （2017 年５月８日放送） 
 ★ NHK「アスリートの魂」 〜速さこそ神髄 空手 荒賀龍太郎〜 （2015 年） 
 ★ NHKBS1 スペシャル「KARATE 世界に勝つ」シリーズ 
 ★空手道マガジン月刊 JKFan               ほか多数 
 
【Instagram】@araga1016 


